
大
宮
関
与
令
官
町
干
一
旦
周
一
言
語
揖
宿
署
認
可
(
場
周
一
阻
一
旦
官
官

え 4 司九一-

~，\ 唱え
v 
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藷

掴

• 

強

調

馨

取

園
積
地
租
の
課
税
標
準•• 

，

.

紳

戸

正

雄

園
際
債
格
の
理
論
・
・
・
・
・
・
・
・
文
盟
主
博
士
高
田
保
局

経
営
事
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
博
士
小
島
昌
太
郎

語

凪

常

犯

チ
a

ル
ゴ

l
の
「
富
の
形
式
ご
分
配
」
・
法
事
士
山
口
正
太
郎

明
治
政
府
の
貸
附
金

a
-
-
-
-
-
-
-
e

空
間
血
中
士
吉
川
秀
治

諸

醐

宙

演

大
都
市
及
其
附
近
蒜
交
通
機
関
川
明
・
法
事
士
種
田
虎
雄

離

陣

市

鎗

疎

ド
イ
ツ
符
合
理
化
運
動
の
機
閥
・
・
・
・
級
済
皐
士
谷
口
吉
彦

フ
ラ
ン
ス
弘
康
民
銀
行
じ
就
て
・
経
済
事
士
松
岡
孝
児

米
関
以
生
命
保
険
信
託
に
就
て
・
・
吉
川
事
士
和
賀
賢
治
郎

近
江
愛
知
郡
志
を
語
み
て
・
・
・
都
宮
中
士
菅
野
和
太
郎

近
着
外
国
経
漕
雑
誌
壬
要
論
題

-
法
事
博
士



雑

録

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
庶
民
銀
行
に
就
い
て

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
康
民

銀
行
に
就
い
て

松

岡

孝

見

中
小
商
工
業
に
封
す
る
金
融
が
.
閣
民
経
済
会
報
の
活
動
力

に
高
一
大
喝
な
る
関
係
を
有
っ
と
ん
」
は
、
特
に
捌
問
ふ
ま
で
も
な
い
。

従
っ
て
各
園
は
、

そ
の
従
来
よ
り
の
金
融
機
闘
に
よ
っ
て
中
小

商
工
業
の
金
融
が
園
滑
に
行
は
れ
て
ゐ
る
ん
」
稽
せ
ら
れ
る
も
の

を
除
く
と
い
或
は
特
に
之
が
た
め
に
新
金
融
機
関
を
設
け
る
と

左
に
よ
り
、
或
は
山
く
の
如
き
新
金
融
機
関
の
設
置
の
外
に
従

来
よ
り
有
す
る
一
般
金
融
機
関
の
業
務
を
損
張
す
る
と
と
に
よ

り
、
そ
の
金
融
活
動
の
園
滑
を
闘
っ
て
ゐ
る
。

此
聞
に
在
っ
て
我
園
の
現
欣
は
如
何
?

賞
際
中
小
商
工
業

者
就
済
案
と

L
て
の
金
融
的
方
便
は
、
従
来
よ
り
屡
k

繰
り
返

さ
れ
て
問
題
之
さ
れ
て
居
り
、
特
に
昭
和
二
年
の
謂
は
ゆ
る
金

融
恐
慌
後
に
起
料
る
大
銀
行
へ
の
資
金
集
中
の
傾
向
は
、

次
第

に
此
の
問
題
の
解
決
に
暗
雲
を
低
迷
せ
し
め
て
ゐ
る
。

乙
の
現

第
三
十
巻

第

貌

一
四

O

同

扶
に
慮
中
'
る
た
め
の
施
設
・
と
し
て
は
、
特
殊
銀
行
及
一
般
中
小

銀
行
の
外
特
に
庶
民
金
融
機
関
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
貯
蓄

銀
行
、
信
用
組
合
、
無
課
業
、

公
袋
質
屋
等
を
数
へ
る
と
と
が

で
き
る
o

し
か
も
亦
近
来
営
局
に
は
、
庶
民
銀
行
設
立
の
識
あ

り
と
い
ふ
o

果
し
て
か
く
の
如
く
ん
ば
、
我
図
中
小
商
工
業
金

融
に
於
け
る
施
設
は
、

益
k
多
種
多
方
向
に
一
日
一
ら
ん
占
し
つ
L

あ
る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。

庶
民
銀
行
に
就
い
て
は
、
欧
洲
に
於
て
己
に
第
十
九
世
記
の

中
頃
F
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ヤ
、

ス
ヰ
ス
等
に
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
於
て
も
一
九
一
七
年
三
月
十
三
日
の

法
律
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
。
(
同
法
律
は
こ
の
庶
民
銀
行

国ロロ
A
5
旬
。
句
己
己
目
じ
と
共
に
相
互
保
花
組
合
印
o
n

一z
m
p
g平

神戸。ロ

E
Z
T
F
O
]
ぽ
の
規
定
を
も
示
し
て
ぬ
る
が
、
今
は
之
陀
網
れ

な
い
。
)

私
は
以
下
フ
ラ
Y

ス
庶
民
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
一
九
一
七
年

二
月
十
三
日
の
法
律
の
目
的
を
述
ぺ

更
に
問
庶
民
銀
行
に
輿

へ
ら
れ
た
特
賄
、
同
庶
民
銀
行
に
封
す
る
政
府
補
助
に
封
し
政

府
の
要
求
す
る
僚
件
を
設
き
、
最
後
に
同
銀
行
の
活
動
扶
態
に

海外経理男事情 yol.II. No. '9. JUIY.192Q 悲 照
Cf. Bulletin de statistiqはeet -de legislatioIl compa:ree， Janvi町 -Juin.
'9'7・

Cf. Our big~耳est bank to serve small borrowers in Literary Digest. Vol. 
97. '928; The Morris plan by Stowe in Outlook; Vol. 109・[9'5; Mor-

勾

3) 



就
い
て
若
干
叙
述
し
た
い
と
忠
ふ
。

一、
法一
律九
の一
目七
的年

月
十

日

同
法
律
の
目
的
'
と
す
る
と
と
ろ
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
中

小
商
工
業
者
に
し
て
資
金
を
必
叫
と
す
る
も

自
己
の
資
力
の

み
を
以
て
し
て
は
鼠
摘
に
之
に
雁
守
る
の
力
た
き
も
の
を
救
助

す
る
に
あ
る
o

記
来
、

と
の
中
小
商
工
業
者
U
、

の
資
本
主
義
的
経
済
組
織
の
下
に
於
け
る
企
業
集
中
の
大
勢
よ

た
止
ひ
今
日

り
し
て
減
少
す
る
傾
向
に
在
る
も
の
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
然

し
共
の
過
去
に
於
て
は
勿
論
、
現
在
に
於
て
も
、

と
の
種
階
叡

の
活
動
に
よ
っ
て
賀
さ
れ
て
居
る
結
mm
と
い
ふ
も
の
は
術
ほ
極

るめ
Cf て
か大
りな
でる
なも
くの
、 i;，

特あ
につ
フて
ラ、

ン

ス
に
於
け
る
申
ノj、
こE
業
者
の

到
底
無
視
し
得
な
い
欣
態
に
在

技
術
の
優
秀
に
至
つ
て
は

夙
に
著
聞
す
る
と
と
ろ
で
あ
り
、

此
等
の
事
情
は
訟
に
駆
っ
て
本
法
の
如
き
救
済
策
を
講
や
る
に

至
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

此
種
中
小
商
工
業
に
封
ず
る
椅
助
に
閲
し
て
は
庚
〈
一
般
に

雑

主主

フ
ラ
シ
ス
に
於
け
る
庶
民
銀
行
に
就
い
て

設
明
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
共
の
軍
黙
は
大
鑓
次
の
三
貼
に
腸

す
る
。一

、
設
備
資
金
の
補
助

l
l元
来
此
の
積
の
補
助
は
、

そ
の

資
金
需
要
者
の
綿
数
に
釣
し
、
そ
の
必
要
と
す
る
資
金
の
総
額

を
奥
へ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
唯
自
己
樹
立
の
手
段
の
み

を
以
て
し
て
は
、

そ
の
必
要
ー
と
す
る
止
と
ろ
の
も
の
を
織
し
得

な
い
場
合
と
れ
に
よ
る
と
い
ふ
に
於
て
、
始
め
て
そ
の
存
在
の

現
山
た
る
も
の
が
現
は
れ
て
来
る
も
の
で
あ
っ
て

此
の
窓
味

か
ら
し
て
設
備
資
本
の
補
助
は
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
特
性
を

有
つ
も
の
で
あ
る
。

二
、
運
再
資
金
の
補
助
|
|
一
般
に
此
種
中
小
舟
業
の
必
要

と
す
る
補
助
は
、

此
の
第
二
の
場
合
で
あ
る
。
罫
却
し
中
小
商
工

業
者
の
如
き
溺
立
小
規
模
の
企
業
に
あ
っ
て
は
、
屡
と
共
の
賀

際
経
皆
上
の
繋
測
を
誤
り
、
更
に
之
よ
り
生
中
る
運
鞠
賛
金
の

依
乏
を
生
十
べ
き
は
明
か
な
と
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
つ

て
亦
此
種
階
級
の
人
K

が
と
の
運
樽
資
金
の
補
助
あ
る
に
よ
っ

て
、
巧
に
そ
の
企
業
粧
品
同
の
危
機
を
耽
し
得
る
と
と
も
容
易
に

考
へ
得
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

第
三
十
巻

四
一
三

第
二
按

-
四
}

ris plan Bank in the Financial Organization of Society by MOlllton 

Loi ayant pour objet l'organisation du credit au petit et au moyen 
comlnerce，主 lapet】teet a la moyenne indust:rie (Bulletin de statistiaue 
et legislation comparee， janvier a juin 1917・p・382etsuiv)1  
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雑

録

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
庶
民
銀
行
に
就
い
て

二
、
債
擦
の
資
金
化

|
l今
日
の
経
済
組
織
に
於
て
は
、
小

定
商
を
除
く
主
、
商
品
の
富
岳
民
が
現
金
の
授
受
に
上
っ
て
行
は

れ
る
と
い
ふ
と
と
は
殆
ん
ど
考
へ
ら
れ
な
い
。
此
の
事
情
は
一

度
債
務
者
側
に
於
て
支
挽
の
延
期
が
た
と
る
と
、
乃
ち
債
格
者

側
陀
於
け
る
債
権
の
同
定
化
を
生
ぜ
し
め
、
乙
の
と
と
は
互
に

信
用
の
紐
帯
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
今
日
の
経
済
組
織
を
巡

っ
て
一
の
7
ネ
ミ
ー
を
生
ぜ
し
め
る
。
勿
論
資
金
の
豊
富
な
る

か
く
の
如
き
場
公
に
於
亡
も
お
川
和
に
之
に
釘
悠
す
る

も
の
は

こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
弱
少
な
る
も
の
に
至
つ
て
は

同
一
に
論
ぜ
ら
れ
な
い
。
か
く
の
如
き
場
合
、
庶
民
銀
行
の
活

動
は
必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
と
と
亦
た
骨
同
然
で
あ
る
主
一
五
へ
や

う
以
上
諭
越
せ
る
と
と
ろ
に
よ
り
、
庶
民
銀
行
の
友
す
べ
含
補

助
に
は
、
一
一
つ
の
本
質
的
な
特
性
が
あ
る
。
第
一
は
中
小
商
工

業
者
に
封
す
る
保
護
と
い
ふ
鮪
で
あ
り
、
第
二
は
か
く
の
如
き

補
助
は
一
時
的
の
も
の
た
る
べ
し
と
い
ふ
賭
で
あ
る
。
庶
民
銀

行
な
る
も
の
が
問
題
占
左
る
の
も
亦
、
か
く
の
如
き
窓
味
に
於

て
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

乙
の
二
つ
の
特
性
と
そ
は

官
に

第
三
十
巻

第
ニ
務

E司

四

四

斯
く
の
如
き
中
小
商
工
業
者
に
封
ず
る
金
融
を
規
定
せ
る
一
九

一
七
年
=
一
月
十
三
日
の
法
律
の
精
神
で
あ
る
と
云
ふ
こ
占
が
で

き
ゃ
う
。

=
、
農
民
銀
行
に
認
め
ら
れ
た
特
結

庶
民
銀
行
の
目
的
は
以
上
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
然
ら
ば
か

く
の
如
き
銀
行
が
、

一
般
普
通
銀
行
に
比
べ
て

如
何
な
る
特

結
を

mえ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。
と
れ
と
与
に
取
扱
は
ん
ー
と
す
る
間

題
で
あ
る
o

政
府
が
此
の
黙
に
就
い
て
認
め
た
第
一
の
特
賠
は

資
金
の
無
利
子
融
通
で
あ
り
、
第
二
の
特
結
は
免
税
共
他
の
勤

で
あ
る
。
以
下
ま
づ
無
利
子
資
金
の
融
通
に
つ
い
て
述
べ
、
更

に
兎
税
共
他
の
鮎
に
亘
っ
て
拾
明
ず
る
で
あ
ら
う
。

一
、
政
府
に
よ
る
無
利
子
資
金
の
融
通

l
l本
来
庶
民
銀
行

が
蓮
用
し
得
る
資
金
が
、
ま
づ
共
の
出
資
者
に
よ
っ
て
挽
込
ま

れ
た
資
本
金
及
共
の
預
金
者
に
よ
っ
て
預
入
れ
ら
れ
た
預
金
に

あ
る
と
主
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
か
〈
の
如
き
も
の
の
み
を
以

て
し
て
は
到
応
共
の
需
要
す
る
資
金
を
満
し
得
な
い
。
走
に
於

て
政
府
に
土
る
無
利
子
資
金
の
融
再
引
が
必
要
と
友
る
。

Op. cit. PP. 38， et 3日3
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と
の
融
通
資
金
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の

主

フ
ラ
Y

ス
銀
行
借
入
金
に
よ
る
も
の
と
の
こ
種
あ
る
が
、

そ
の
金
額
は
犬
四
聞
に
於
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

一
九
二
五

年
十
二
月
末
日
に
於
て
そ
の
額
は
八

O
、
九
一

O
千
フ
ラ

y
に

建
し
て
ゐ
る
が
、

共
内
鐸
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
(
翠
位
千
フ

ラ
ン
)

法
律
に
よ
る
も
の

一
九
日
七
年
一
-
一
月
十
一
一
一
日
の
法
律

:
A
7
.
0
0
0

一
九
一
二
年
四
月
三
十
日
の
法
律

八、

0
0
0

一
九
二
二
年
一
月
七
日
の
法
律
・
・
・
:
・
=
一
、

0
0
0

一
九
二
三
年
六
月
三
十
日
の
法
律
:
:
:
二

1
0
0
0

一
九
二
五
年
三
月
十
日
の
法
律

:九、

0
0
0

フ
ラ
ン
ス
銀
行
よ
り
の
借
入
金
へ
一
九
一
二
年
四
月
三
〕

戸
十
日
の
法
律
に
」

に
よ
る
も
の

一
丸
一
一
一
年
度
:
・
;
'
:
・
:
二
一
一
、
三

O
八

一
九
二
ご
年
度
・
:
:
:
:
:
:
・

::-Ei--
五
、
一
二
九

一
九
二
三
年
度
・
:
:
.

-
:
豆
、
九
三

O

一
九
二
四
年
度
:
・
:
・
・

E
i
-
-
:
:
:
・
八
、
三
二
四

雑

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
庶
民
銀
行
に
就
い
て

録

一
九
二
五
年
度
前
宇
期
・
.

問
、
二
一
九

鰭
計
;
:
・
・
:
・
・
:
・
・
一
-
八

O
、
九
一

O

共
後
此
の
金
額
は
増
加
し
て
、

一
九
二
七
年
七
月
に
於
て

.:iL 
、

五

千
フ
7 

〉〆

に
達
し
てー

ゐ九
るこ
。Gl)¥.

年
七
月
t亡
主さ
で
は、

は
、
八
九
、
八
六
八
千
フ
ラ
ン
、

二
、
菟
税
共
他
の
特
鮎
|
|
政
府
は
草
に
無
利
子
資
金
の
融

通
に
依
っ
て
庶
民
銀
行
の
活
動
を
援
助
す
る
の
み
で
な
く
、
更

に
兎
税
共
他
の
特
賂
を
も
附
興
し
て
そ
の
沼
動
乞
容
易
な
ら
し

め
て
ゐ
る
。
今
ま
づ
菟
税
に
つ
い
て
見
る
と
充
の
如
き
規
定
が

あ
る
。

イ

一
九
一
七
年
三
月
十
三
日
の
法
律
第
八
僚
の
規
定
は
、

庶
民
金
融
機
閥
に
釣
し
て
そ
の
替
業
税
及
有
償
読
祭
所
得
税
を

兎
除
し
て
ゐ
る
。

下Z

一
九
二

O
年
八
月
七
日
の
法
律
の
規
定
は
、
庶
民
銀
行

に
封
し
そ
の
取
引
税
を
菟
除
し
て
ゐ
る
。

ノ、
、

一
九
二
五
年
間
月
二
日
の
規
定
は
、
法
律
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
た
農
業
信
用
金
庫
の
債
権
、
預
金
及
供
託
に
封
ず
る
兎

殺
を
ば

更
に
繍
張
し
て
庶
民
銀
行
に
釘
し
で
も
通
用
し
て
ゐ

第
三
十
巻

第

量産

四
一
五

一四=一

1止の艶字は議事録によったものて.あるが、 jヰ内平手は明示されてゐない。自)



雑

銭

7

ラ
シ
ス
に
於
け
る
庶
民
銀
行
に
就
い
で

る
。
尤
も
此
の
適
用
は
庶
民
銀
行
の
負
携
と
左
る
も
の
の
み
に

制
限
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
庶
民
銀
行
に
封
し
て
預
託
さ
れ
た

預
金
は
免
税
さ
れ
る
が
、
共
の
貸
付
に
あ
っ
て
は
個
人
に
釘
す

る
も
の
も
、
ま
た
圏
闘
に
封
す
る
も
の
も
、
す
ぺ
て
そ
の
溺
用

を
受
け
友
い
。

次
に
一
九
一
七
年
五
月
十
三
日
の
法
律
の
規
定
は
、
庶
民
銀

行
に
封
し
一
般
商
事
合
祉
の
義
務
た
る
公
開
に
閲
す
る
規
定
の

抽
岨
用
を
菟
除
し
て
ゐ
る
。
尤
も
之
K
代
る
も
の
ー
と
劃
し
て
庶
民
銀

行
は
、
共
本
庖
所
在
地
の
地
方
裁
判
所
に
封
し
て
一
定
の
供
託

を
な
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
も
の
で
は
あ
る
。
然
し
こ
れ
に
謝
し

て
は
多
く
の
批
難
が
提
出
さ
れ
た
。
即
ち
或
は
之
を
以
て
特
権

の
准
用
で
あ
る
と
し
、
或
は
之
を
以
て
不
正
特
様
で
あ
る
と

し
、
更
に
或
は
斯
く
の
如
き
兎
税
を
今
日
存
せ
し
め
る
こ
之
は

立
法
者
意
思
へ
の
不
営
危
る
干
渉
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

角
ほ
こ
れ
は
庶
民
銀
行
に
釘
し
て
の
み
認
め
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
が
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
が
庶
民
銀
行
に
封
し
そ
の
手
形
の

再
割
引
を

υふ
と
い
ふ
こ
と
は

フ
ラ
ン
ス
銀
行
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
た
資
金
融
通
上
の
一
特
射
と
し
て
数
へ
る
と
と
が
で
き

第
三
十
巻

四
一
六

一
四
四

第

披

る。

要政
求府
すが
る其
イ農の
件補

7l助

~f 
し

同
法
律
の
目
的
'
と
す
る
と
と
ろ
は
、
中
小
商
工
業
者
に
釣
し

一
時
的
補
助
を
奥
へ
る
こ
と
に
あ
る
と
と
は
既
に
述
べ
た
通
り

で
あ
る
o

此
の
賭
に
闘
し
て
政
府
は
尖
の
如
き
要
求
を
し
て
ゐ

z
q
o
 一

、
封
入
信
用
た
る
べ
き
こ
・
と
o
l
l一
冗
来
貸
付
な
る
も
の

は
、
菅
に
貸
付
を
受
け
る
能
力
あ
る
も
の
ミ
み
に
封
し
て
行
は

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
貸
付
を
受
け
る
資
綿
あ
る
も
の
に

釘
し
で
も
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
知
か
ら
し
て
、
庶

民
銀
行
の
貸
付
た
る
も
の
が
、
封
入
信
川
た
る
べ
き
と
と
は
最

も
強
く
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
査
し
、
中
小
商
工

業
者
に
は
、

元
一
世
捲
保
と
す
べ
き
も
の
が
な
い
、
共
の
賠
に
そ

の
金
融
難
の
根
本
原
因
が
横
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
窓

味
に
於
て
庶
民
銀
行
は
、
受
信
者
の
提
供
す
る
官
物
携
保
よ
り

も
・
更
に
共
の
人
絡
を
重
ん
や
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
庶
民
銀

Re¥，rue politique et parlementaire. avriI 1929・pp・73et 74・

開閉甥期期靭暢叩'所有



行
と
雌
も
署
名
以
外
の
携
保
を
全
然
要
求
し
な
い
わ
け
で
友
い

と
と
は
勿
論
で
あ
る
が
。

二
、
貸
付
は
分
散
的
な
る
べ
き
と
と
。

l

|
貸
付
が
特
種
た

方
慣
に
偏
在
す
る
と
と
か
ら
来
る
仇
険
を
避
け
る
た
め
に
、
庶

民
銀
行
の
活
動
は
、
各
方
面
に
一
且
っ
て
分
散
的
に
行
は
れ
る
こ

と
を
要
求
す
る
。
此
の
注
意
は
庶
民
銀
行
に
釘
ず
る
出
費
者
の

側
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

Q

一
一
、
取
引
信
用
た
る
べ
b
u
z
』
り

1
|庶
民
銀
行
の
貸
付
が

消
費
信
用
卸
非
生
産
的
信
用
を
封
象
と
し
て
取
扱
ふ
べ
か
ら
ざ

る
乙
と
は
首
然
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
三
月
十
三
日
の
法
律

が
、
庶
民
銀
行
の
行
ふ
貸
付
は
商
工
業
共
他
の
受
信
者
の
職
業

に
封
し
五
常
友
る
使
用
に
究
用
せ
ら
る
べ
き
こ
・
と
を
規
定
し
て

ゐ
る
の
は
、
寅
に
己
の
意
味
に
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
最
初
の
一
定
期
間
の
補
助
た
る
べ
き
こ

k
o
-
-以
上

述
べ
た
三
鮪
は
、

政
府
が
庶
民
銀
行
に
針
し
て
貸
付
を
た
ず
に

営
つ
℃
の
傍
件
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
取
扱
は
ん

'
と
す
る
第
四
川
知
は
、
政
府
が
庶
民
銀
行
に
封
ず
る
梢
助
の
性
質

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
賠
か
ら
見
て
政
府
の
補
助
が
、
最

雑

鋒

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
晶
庶
民
銀
行
に
就
い
て

初
に
於
け
る
一
定
期
間
の
も
の
だ
る
べ
き
こ
ん
」
は
、
庶
民
銀
行

の
行
ふ
貸
付
の
本
来
の
回
目
か
ら
一
去
っ
て
常
然
で
あ
る
。
従
つ

て
庶
民
銀
行
は
、
共
の
活
動
上
必
要
友
る
資
金
は
、
元
来
飽
く

ま
で
そ
の
曾
枇
資
本
及
預
金
に
求
む
る
を
本
陸
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
か
く
の
如
き
艶
か
ら
し
て
庶
民
銀
行
は
、
徒
に
低
利
を

以
て
活
動
す
る
た
め
に
、
金
融
市
場
の
欣
取
が
五
常
た
る
時
比

於
て
も
向
ほ
政
府
の
補
助
を
利
用
す
る
や
う
た
と
と
は
避
け
な

け
れ
ば
い
け
お
い
。
と
の
意
味
に
於
亡
、

政
府
の
補
坊
は
詮
初

に
於
け
る
一
定
期
間
の
楠
劫
た
る
べ
き
こ
止
が
益
E
正
確
に
規

定
さ
れ
訟
け
れ
ば
左
ら
た
い
わ
け
に
な
る
。

自

康
民
銀
= 'fT 

の
活
動

庶
民
銀
行
の
教
は
・
世
界
大
戦
直
後
に
於
て
僅
に
一
一
一
行
を
数

へ
る
に
過
ぎ
・
な
か
っ
た
が
、
共
後
引
続
い
て
増
加
し
、

九

七
年
に
は
八
一
行
、

一
九
二
七
年
に
於
て
は
賞
に
一

O
O行
を

数
へ
る
に
至
り
、
共
の
替
業
所
教
(
支
底
及
出
張
所
を
加
へ
た

る
)
陀
至
つ
て
は
四
五
九
の
多
敢
に
上
っ
て
ゐ
る
。

次
表
は
、

一
九
二
七
年
末
日
迄
に
於
け
る
庶
民
銀
行
致
、
同

第
三
+
巻

四
一
七

第

盟主

-
四
五

CIt. pp. 75-7， Op 8) 



雑

管
業
所
数
、
共
の
出
資
者
数
・

主主

フ
ラ
ン
ユ
に
於
け
る
庶
民
銀
行
に
就
い
て

並
び
に
梯
込
資
本
額
の
愛
展
傾

向
を
刀立
す
も
~) 

で
あ
る。
/司、

島 梯

桑込
所資
致 9)本

草
位
百
万
ブ

ラ
ひ/
、、ノ

占
九
一
八
年

一
九
一
九
年

一
九
二

O
年

}
九
一
一
一
年

一
九
ニ
コ
年

一
九
二
三
年

一
ー
九
ニ
四
年

一
九
二
五
年

一
九
二
六
年

一
九
三
七
年

銀

行

取
23 F、C) ，，_， 

ζ二"右8 g 8 g ヲニー

= -
出
費
者
般向一回

三三

車、一一
z
c

一一一一.六一回

三
、
早
芸
]

一宍、五五五

耳目、円九九

回口、一点ニ

智一、且一石

Z
D
.
A
-工主

吾、九
A五

イ旨

Cコ
/、.き合

三三三
>、二
四-t~

間
口
五

四五九

更
に
銀
行
致
北
共
の
替
業
所
教
の
増
加
は

金
額
を
見
る
時
に
於
て
、

て
一
示
す
と
と
ろ
の
取
引
総
額
、最

も
順
調
に
護
展
し
つ
L

あ
る
と
と

抑
込
資
本口、七

三五
ヲ

三昆 "" ι~. 

ニ~~

"" 
J、..，
;JL 3.五

手
形
教
及
そ
の
手
形
金
額
、
預

以
下
次
表
に
於

が
容
易
に
看
取
さ
れ
る
。
(
金
額
翠
依
百
寓
7
7
y
)

ゴr..:fr.. :lr.. 

年 ψ年年
、あ

取

引

綱

領

手

形

扱

(
軍
位
千
枚
)

品
、

gG

A

月、一-一去-

一点、一一七回

手

形

金

額

預

金

(
十
二
月
現
在
)

七九式

l
l

-、九八也

ユ、
A

一石

七九同
一、五一見

協
九
三
+
§

四

/¥ 

ヨ一、五一一一一

園、一六五

五、一同口

旦
、
占
禁
】
口 第

?虎

g~ 
r、

Z

、一一五(]

問、一一一

売

支，~ti及 JHßLU!.斤踏壬合む。)

一
九
二
四
年

一
九
二
五
年

一
九
二
六
年

一
九
二
七
年

弓一、三角正

コA
.

豆一ベ

問=一、七口
A

Z

一、回一一一一一-

以
上
一
不
ず
と
こ
ろ
に
よ
り
、

三月告一
回一一四

六、一一九五

也、一九一一一

/、...， 
d炉、

下
山
丘
、
艮
子
J

ハ一

L
-
1
A
A
己
ム
ロ

日
土
星
E
P

ノイ

Z
-
4ノ
一
/
，
勾
』

し
て
ゐ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
も
、

人
得
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
い
か

そ
の
活
動
に
極
め
で
著
し
い
も
の
が

め
て
設
立
さ
れ
て
か
ら
、

あ
る
こ
と
は
一
間
以
て
瞭
然
で
あ
る
。
然
し
ま
た
そ
の
反
聞
に

於
て
、

か
く
の
如
き
結
果
は
果
し
て
同
銀
行
設
立
の
営
初
か
ら

柿
胤
恕
さ
れ
て
ゐ
た
立
法
者
窓
忠
と
同
然
ず
る
と
と
ろ
た
〈
一
致

極
め
て
問
題
を
含
む
占

と
ろ
で
あ
る
。
共
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

庶
民
銀
行
は
勿

命
受
展
進
歩
し
て
ゆ
く
営
然
の
遁
程
に
在
る
も
の
で
あ
ら
う

が
、
併
し
上
述
せ
る
現
賓
の
残
展
な
り
進
歩
な
り
に
は
何
等
か

挽
一
一
目
す
れ
ば
庶
民
銀

行
は
そ
の
設
立
営
初
に
於
け
る
立
法
者
の
認
め
た
規
定
以
外
に

亘
っ
て
そ
の
活
動
範
閣
を
過
度
に
繍
張
せ
し
め
な
か
っ
た
か
と

い
ふ
懸
念
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
庶
民
銀
行
は

中
小
商
工
業
者
の
み
を
救
助
す
る
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

に
も
拘
ら
や
、
屡
k
共
の
取
引
先
の
中
に
は
興
行
辺
事
者
の
関



係
者
が
加
へ
ら
れ
、
更
に
惹
い
て
は
そ
の
取
引
者
、
と
取
引
閥
係

を
有
す
る
大
商
工
業
者
が
次
第
に
そ
の
取
引
4
4
中
に
増
加
す
る

に
至
っ
て
ゐ
る
が
如
き
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
庶
民
銀
行
の
行
ふ
投
資
に
閲
し
て
は
、
特
に
法
律
上
之

を
規
定
し
て
ゐ
る
明
文
は
な
い
。
併
し
防
府
の
解
す
る
と
と
ろ

に
よ
る
と
、
庶
民
銀
行
に
釣
し
で
は
明
に
一
定
の
取
引
例
へ
ば

投
機
取
引
に
お
す
る
貸
付
の
如
き
も
の
は
之
を
祭
止
し
て
ゐ
る

ゃ
う
で
あ
る
o

此
の
賦
か
ら
見
て
庶
民
銀
行
が
な
せ
る
投
資
中

に
は
極
め
て
遺
憾
左
る
も
の
が
齢
く
た
い
が
、
更
に
現
在
庶
民

銀
行
が
取
扱
っ
て
ゐ
る
業
務
も
l
l
l
一
K

そ
の
細
部
に
は
豆
ら

な
い
が
|
l
法
律
上
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
よ
り
は
迄
に
多
方

国
に
一
旦
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

更
に
ま
た
庶
民
銀
行
中
の
あ
る
も
の
は
、
法
待
が
そ
の
活
動

地
域
の
温
度
注
損
張
吃
希
望
し
た
か
っ
た
に
も
拘
ら
中
、

多
数

の
管
業
所
教
を
増
加
し
て
そ
の
業
務
の
飛
躍
的
稜
展
そ
企
闘
し

た
も
の
が
あ
る
o

例
へ
ば
サ
ヴ
ォ
ア
商
工
貸
付
組
合
が
オ

l

ト
・
サ
グ
ォ
ア
懸
に
於
て
十
二
支
庖
を
設
け
た
る
が
如
き
、
叉
巴

里
東
部
商
工
庶
民
銀
行
が
一
一
十
支
庖
を
設
け
た
る
が
如
き
は
こ

雑

フ
ラ
ン
ス
に
於
付
る
庶
民
銀
行
に
就
い
て

録

の
例
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
庶
民
銀
行
は
、
之
と
同
種
の
他
の
金
融
機
関

特
に
銀
行
主
競
争
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
ひ
た
の
で

ふ
門
~
っ
て

と
れ
が
た
め
に
は
図
家
が
庶
民
銀
行
に
到
し
て
興
へ

た
特
椛
を
も
濫
用
し
て
敢
え
て
顧
な
か
っ
た
か
の
観
が
あ
る
o

従
っ
て
か
く
の
如
き
庶
民
銀
行
の
活
動
に
剥
し
て
母
げ
ら
れ

た
批
難
な
る
も
の
は

ま
た
買
に
紗
や
た
ら
古
る
も
の
が
あ

る
。
今
そ
の

々
に
つ
い
て
述
べ
る
と
止
は
略
し
γ即

刷

、

戸

}

Z

』

一
九
二
八
年
十
月
一
一
十
六
日
巴
里
に
於
て
開
催
さ
れ
た
地
方
銀

行
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
楠
合
に
於
け
る
決
議
を
紹
介
し
た
い
占
思

」、。
端
的
に
云
へ
ば
此
の
決
議
は
、
前
述
せ
る
庶
民
銀
行
の
特
賭

底
止
に
あ
る
。
共
の
主
張
す
る
と
と
ろ
は
左
の
諾
鮪
で
あ
る
。

て
庶
民
銀
行
は
一
九
一
七
年
三
月
十
三
日
の
法
律
に
よ
っ

て
禁
止
さ
れ
た
業
務
を
共
後
漸
弐
行
ひ
っ
L

あ
る
と
い
ふ
と

と
二
、
庶
民
銀
行
の
有
す
る
資
金
融
通
上
の
利
益
は
、
法
律
に

よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
庶
民
銀
行
本
来
の
特
性
に
の
み
限
ら

第
三
十
巻

四
一
九

-
四
七

第

宮古
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録

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
庶
民
銀
行
に
就
い
て

る
べ
き
ζ

と、

=
、
然
る
に
庶
民
銀
行
は
政
府
の
無
利
子
資
金
の
融
通
及
び

召
~
役
山
一
寸
の
特
貼
以
外
に
更
に
預
金
及
供
託
に
闘
す
る
利
子
に
針

し
て
兎
税
の
紙
認
を
得
て
ゐ
る
と
占
、

問
、
か
く
の
如
き
預
令
及
供
託
に
閲
す
る
利
子
に
釘
す
る
菟

税
は
、
屡
ヒ
庶
民
銀
行
に
向
っ
て
莞
税
利
用
と
い
ふ
立
場
か
ら

し
て
資
本
家
及
び
大
商
工
業
者
の
資
金
を
ば
吸
牧
せ
し
め
る
陀

至
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

五
、
従
つ
で
か
く
の
如
く
政
府
が
庶
民
銀
行
に
封
し
て
演
金

及
供
託
利
子
の
不
営
な
兎
税
を
紋
認
す
る
占
い
ふ
こ
と
は
、
租

殺
の
平
等
な
る
負
捲
と
い
ふ
思
想
に
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
と

主
六
、
要
す
る
に
庶
民
銀
行
の
取
引
者
が
と
の
紋
認
に
よ
っ
て

共
他
の
す
べ
て
の
銀
行
の
す
べ
て
の
取
引
者
が
負
婚
す
る
税
を

兎
れ
る
と
い
ふ
と
と
は
、

こ
れ
に
よ
り
庶
民
銀
行
が
地
方
銀
行

に
釘
し
非
正
義
且
つ
非
合
法
的
競
争
を
助
長
せ
し
め
る
も
の
で

あ
る
と
い
ふ
に
存
ず
る
。

要
言
す
れ
ば
と
の
決
議
の
内
容
は
、
庶
民
銀
行
に
封
し
て
第

i

1

1

1

1

1
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四
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Rg 
A 

一
に
は
一
九
一
七
年
三
月
十
三
日
の
法
律
の
般
都
友
る
尚
用
が

行
は
る
べ
き
と
と
、
第
こ
に
は
庶
民
銀
行
の
有
す
る
特
黙
は
規

定
以
外
の
業
務
を
な
せ
る
結
か
ら
廃
止
さ
る
べ
き
ζ

と
、
第

に
は
庶
民
銀
行
の
禁
止
業
務
を
紙
認
し

R
間
金
及
供
詑
利
子
菟

税
に
劃
す
る
政
府
の
反
省
を
求
め
ん
と
す
る
に
あ
る
と
い
は
左

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

繰
り
返
し
て
い
ふ
、

か
〈
の
如
き
賀
例
の
存
す
る
と
'
と
は
賓

己
、
』
L
主

A
f
コ
2
1
1
日

I-:qntρ

〉
〉

r

L

』

1

て
μ
4
4
F
I
N
d
古
立
作
H
1
E
て

2
r
-
て

そ
の
意
思

は
必
や
し
弘
正
し
い
目
的
に
は
用
ひ
ら
れ
-
な
い
も
の
で
あ
る
と

'
と
を
設
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
。

結

三

日

之
を
要
す
る
に
フ
ラ
ン
ス
の
庶
民
銀
行
は
、
そ
の
最
初
か
ら

の
描
町
民
の
跡
極
め
て
著
し
き
も
の
あ
る
に
も
拘
ら
十
、
ま
た
そ

の
立
法
者
意
思
に
於
て
も
極
め
て
越
正
な
る
も
の
あ
る
に
も
拘

ら
宇
、
共
逗
皆
上
よ
り
生
歩
る
弊
害
の
た
め
齢
か
ら
や
悩
さ
れ

て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
と
れ
賞
に
中
小
商
工
業
金
融
の
施
設
に

於
て
は
、
徒
に
そ
の
種
類
方
闘
を
多
く
し
て
も
賓
績
は
之
に
伴

ー・町--障--守一一



ひ
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
一
示
す
好
趨
例
で
あ
る
。
施
設
の

遁
不
泊
は

そ
の
種
類
の
多
き
に
存
せ
宇
、
寧
ろ
各
機
関
の
司
会

機
能
が
そ
の
存
在
の
理
由
に
従
っ
て
全
能
力
を
愛
揮
し
得
る
如

く
組
織
せ
ら
れ
、
個
々
の
機
関
と
し
て
で
は
た
く
、
互
に
共
目

的
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
一
個
の
施
設
会
慢
・
と
し
て
共
の
機
能

を
旧
択
す
が
如
く
細
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
・
泣
い
こ
と
に
存
す

る。
己
に
の
ベ
た
如
〈

ゴK
L剥
〈て〉

rtr 

E 
~~~ 
;1'; 
の
〈市f

~;~ 
機
隙1
4つ

施
設
は
、
今
や
更
に
そ
の
種
獄
を
増
加
せ
ん
と
し
つ
t
A

あ
る
も

と
の
決
心
は
回
附
し
て
今
日
我
園
の
現
欣
よ

の
ミ
如
く
で
あ
る
。

り
推
し
て
安
営
で
あ
る
か
ど
う
か
、

ま
た
そ
の
施
設
の
種
類
を

培
加
す
る
と
し
て
ユ
」
の
虚
置
は
如
何
に
な
さ
る
べ
き
か
、

遇
主

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
庶
ハ
銀
行
の
例
は

こ
の
問
題
に
到
し
て

好
簡
の
他
山
の
石
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
ゃ
う
。

雑

録

米
関
に
於
け
る
生
命
保
険
信
託
に
就
て


